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1 緒論

前報1川こおいて私達は栃木、長野両県のそれぞれー農

村地滑(栃木県二宮町、長野県更埴市、八幡稲荷地区一

以下栃木・長野とする〉の娃婦18名づつの短産授乳期

における栄養摂取状態及び臨床診断の結果について報告

した。これを平均値でみる場合には熱量、蛋由貿は大

体所要危の85-95%(人工栄養例、混合栄養例は別とし

てh 鉄は 100%前後、 カノレV ウム30-40%、 ピタミ γ

B1¥ Bz及びナイアシγは50~百前後、ビタミンA及びCは

冬期 100%前後、夏期30-50%であったが、個別にみる

時は個人差は著るしく大きく文同一個人でも調査期によ

って相当大幅な変動を示し、熱量や蛋白質のような飢餓

と直接結びつくようなものでさえも所要誌の80%に逮せ

ぬものが)3-)2に及んでおり、文ピタミ γAやCなどで

は時期によっては所要量の 100%を越えたり、あるいは

10%にも満たぬ例も見られる程であった。

全体として長野は栃木にくらべて栄縫摂取水準が低

しこれと平行して妊娠分娩授乳経過中に各種の栄養不

足症状を示す例も多かった。また栃木には錯子分娩の 1

例があったのみで、全員正常な妊娠分娩経過をとった

が、長野には2例の死産、 1例の仮死出産があり、その

上調査期間中に腎孟炎1例、腹痛症1例、高血圧3例が

診断された。勿論長野におけるとれらの状態がどの程度

その栄養摂取状態に帰図 (.，toか、今回の調査範囲ではそ

の関係を明確にすることはできない。しかし少くともこ

れらの事実は妊産授乳期栄養の震要性に強力な支柱を与

えることになろう。

何れにしても上述のような栄養摂取状況は摂取される

食物の種類や盆によって左右されるものであり、文栄養

不足症状の出現もその食生活如何に密接な関係がある。

従って栄養水準の適正化、あるいは食生活Patternの検

討が重要である。食生活Patternあるいは食習慣の形成

には勿論、栄養ばかりでなく気候風土、経済、文化その

他諸々の因子が直接、間接に関与しており、単に栄養面

からその長短を論じてみても、それだけで直ちに食生活

Patternの改善につながらないかも知れない。しかし尚

栄養問題解決の基本策として欠かせないものであり、毎

年行なわれている厚生省国民栄養調査幼でも食品別摂取

誌が検討されている。また昭和45年度を目途とした栄養

基準量に対する食糧事情がI'i:生省31及び総理府"から発

表されており、私達制はこれらに基づいて栄主主食事指導

のための妊産乳婦を対象とした食糧構成を算定し利用し

ている。米国でも1963年栄養所要量 DietaryRecomme. 

nded Allowanceの改訂とともにそれに相当する Food

Patternを発表している。

ここに前報の摂取栄養の給源となった食物について報

告する。

2. 研究方法

前報で詳述したので今回は略述にとどめる。

ω 対象及び期間

①栃木県二宮町在住の妊婦の中、食事記録能力があ

り、家庭が協力的な妊婦18名について妊娠7-8か月よ

り分娩後 1年までの聞に 5回行なった。なお調査期間は

昭和36年12月-38年2月であった。

②長野県更埴市八幡、稲荷地区の妊婦全員18名につ

いて妊娠6か月より分娩後 1年までの閑に 5回、調査期

間は昭和37年7月より38年12月であった。

両地区とも愛育村指定地区で県の母子愛育事業の中核

となっでおり、調査にも非常に協力的であった。

(2) 調査項目及び検査

各調査期毎に食事調査、身体測定、臨床検査の3つの

角度から行なった。

① 食事調査一一対象妊婦に自動秤〈秤量 2kg、感度

5 g)を贈り、 3日聞の食事記録を妊婦自身にして貰っ

た。記録期間中は栄養研究員が対象者の家庭を訪問指導

し、記録の正確を期した。

②身体測定一一保健婦による身長、体重、胸閥、腹

問、座筒、脈縛、血庄の測定

@ 臨床検査一一医師による貧血、腿反射消失、口角

炎、毛孔性角化症、勝腹筋匡痛、尿蛋由、浮服、欠損歯
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う指の検査

3. 研究成績

(1) 乳卵類の摂取状況

乳及び乳製品、卵類は各種の栄養紫を総合的に含んで

いること、また発育期にとって重要な栄義索、良質の蛋

白質、 :JJゾレシウム(乳に〉、 鉄(卵に〉、 ピタミ :-'A、

B，、 B2に官んでいることで他の食品から区別される。ま

ず5回の各調査期における乳の使用回数は第 1表のよう

である。

即ち、妊娠文は授乳期であるに拘らず、 3日聞の食事

記録期間中乳も乳製品も全く用いなかったという例が各

調査期毎に数例づっみられ、 1<-い場合には10例前後〈半

数以上〉に及んでいる。使用した乳の種類については第

第 1表乳及び乳製品の使用回数の分布

2表のようで栃木では特別配給の関係もあってスキムミ

ルクを用いている例が第5回目(分娩後1年〉を除いて

数例づっみられた。また長野では調査期が山羊の泌乳期

と重なったと思われる時は山羊乳をのむ者が多かった

が、それ以外は牛乳が主であった。

チーズ類の乳製品は金調査期聞を通じて例外的に栃木

に2回出現したのみで、長野には全くみられなかった。

しかし乳を用いた回数及び乳摂取量は第S衰のように

やや長野に多く、牛乳に換算すれば全期間lの平均量は栃

木括本、長野%本ということになる。

妊娠中の乳摂取と分娩後の母乳分泌とには特別の関係

がみられなかった。乳はやはり、まだ薬倒的にからだの

あまり丈夫でない場合に飲用される傾向があるからでは

ないだろうか。

Table 1. The frequency distribution of milk and mi1k苧productsused during 
3 days survey period 

日旧 栃 木 長

調 主主 期 1 2 3 4 5 l 2 3 4 

妊娠又は分娩後の月数(月〉 妊娠 妊娠9 分娩 分娩 分娩 妊娠 妊娠 ヲ羽詰「 分娩
7 3 7 12 計 6 9 3 7 

瓦ぉ認竺Z1961 1962 2 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1963 
12 5 9 2 7 10 3 7 

。 8 6 7 9 13 43 3 7 11 9 

1-2  5 4 2 3 4 18 3 2 2 2 

3 - 4 4 5 8 5 。22 10 8 2 4 

5 -.6 1 l 。 4 2 1 。。
7以上 。。。。。。。。

第2表使用した乳の種類と回数
τヨable2. The kind of mi lkand milk-products used and the number of times of their 

app担問ncein dietary r田 ord

~~ 栃 木 長

調 査 期 1 

L長
3 4 5 1 2 3 4 

妊娠又は分娩後の月数〈月〉 娃娠 分娩 分娩防 @ 妊娠 妊娠 分娩3 分娩
7 9 3 7 12 E十 6 9 7 

ー乳のι種~類¥調査~年-月ーー賞1961 1962 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1963 
12 2 5 9 2 7 10 3 7 

牛 手月L 4 4 7 4 4 23 6 11 5 5 

スキムミルグ 6 4 4 4 。 18 1 。。。
山 羊 乳 。。 2 2 。 4 7 。。 2 

コーヒ牛乳 1 1 。 3 。 5 。。。
チ ズ 1 。。。 2 。I 0 。。
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第3表 1日平均乳摂取畳分布
Table 3. Distribution o.f average quantity of milJi: taken in a day 

県 栃 木 長 野

調 査 期 l 2 3 4 5 l 2 3 4 5 

妊娠文は分娩後の月数(月〉 妊娠 妊娠 分娩 分娩 分娩 玉頭宣 妊娠 ヲ認否ヲ羽百 分娩
7 9 3 7 12 計6 9 __  3_ 7 12 計

使-用------量\戸査~判-官~ 一1961 1962 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1993 1963 
12 2 5 9 2 7 10 3 7 12 

。 8 6 7 9 13 43 7 II 9 7 37 

1∞以下 4 3 l 5 2 15 3 2 2 。 2 9 

10レー2α〉 4 6 8 1 2 21 7 5 2 6 5 25 

201......3∞ 2 1 2 3 。 8 3 2 。。。 5 

301以上 。。。。。。 2 2 l 。 6 計 93 82 183 27 42 85 143 166 91 127 68 117 

対象者数 18 16 18 18 17 87 18 18 16 16 14 82 

第4表卵の使用回数分布〈各調査期3日間〉
Table 4. The frequency distribution of-egg used during 3-days in each survey p2riod. 

県 栃 木 長 賢

制 唱計 官 lw|荷

調査期t 1 4 5 

妊娠又は分娩後の月数f月) 蜂7娠 分娩 方頭「
6 I 9 3 7 12 計

一3日~聞1の使1用回数~調~査年~月~~fニT 
1961 1962 I 1962 I 1962 1962 r 1962 1963 1963 1963 
12 2 I 5 I 9 7 J- 10 3 7 12 

。 。 3 3 3 11 4 6 4 4 6 24 

lへ， 2 ? 9 6 10 8 40 7 5 6 7 2 27 

3へ， 4 9 4 7 5 6 31 4 5 4 5 4 22 

5 - 6 。 3 2 。。 5 3 2 2 。 2 9 

対象者数 18 16 18 18 17 18 18 16 16 14 

卵の使い方は第4表の通りで、 3日閉会く卵を用いな る。

かった例は栃木では比較的少ないが、長野には各期毎に 地方的特徴のあるものとして長野ではいなご、さな

4-6例みられた。しかし栃木41、長野38%のものは3 ぎ、宇ずめなとが少数例ではあるが用いられている。

日間に 3回以上卵を用いている。これは鶏を飼っている 帥魚類の能用状況

家庭が告し卵は比般的入手しやすいためであろう。 魚貝類及びその製品は種類や生産畳も多く、一般にわ崎

(2) 獣鳥肉類の摂取状況 が国の宜主白源として重要な地位を占めているa その使用

獣鳥肉類は蛋自滅として重要であるが、肉類及tf.その 回数をみると第7表のようせ栃木‘長野とも31'1.聞の昔Eご

製品の使用回数は第 5表の通りである。 事記録期間中ー度もこれらを用いなかったという例は 1

3日間の食事記録の中、全然獣烏内を用いていなかっ 例づつあっただけで、殆必どのものが大なり小なり一応

たものは，40%で非常に多く、用いていても 1-2回程度 摂取している。全調査期を通してみるとた聞の調査即ち

のものが大部分で、 l回の使用量も少なかった。 9闘の食事中魚類を用いた回数が 3-4回以下のものは

用いた肉類の種類については第6表のようで、両者と 長野f.:1診しそれ以上のものは栃木に多い。

も豚肉が第1位で断然他を圧し、次いで栃木ではとり肉 使用した魚介類及びその製品の種類及び使用回数にっ

とハムが、長野ではソーセジが比較的多く使われてい いてみると第8、9表に示すように、突に多様で鮮魚止さ三
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第 5表獣鳥肉類の使用回数分布(各調査期 3日間〉

Table 5. The frequency distribution of m坦 tused during 3 days in each survey p町 iod.

県 栃 木 長 野

調 査期 1 2 

掘調針
1 2 3 4 5 

妊娠文は分娩後の月数〈月〉 妊娠 妊娠9 I I!f!l< '11!f!!< ヲ夜「 分娩 分娩
7 6 9 3 7 12 計

一3日~間の~使用蹴回数~査何一一-ーー百
1961 1962 1962 1962 1963 1963 1963 
12 2 7 10 3 7 12 

。 8 5 9 9 6 37 6 8 7 3 6 30 

1-2  ヲ 9 7 6 9 38 9 6 6 12 6 39 

3 - 4 1 2 2 3 1 11 2 3 2 l 2 10 

5 - 6 。。。。 1 1 l l 1 。。 3 

対象者数 18 16 18 18 17 18 18 16 16 14 

第6表使用された肉類の種類と回数

Table 6. The kind of m阻 tused and the number of times of their app阻阻ncein dietary record 

県 栃 木 長 野
"、

調 査 期 1 2 3 4 5 2 3 4 5 

妊娠又は分娩後の月数(月〉 妊7娠 ヨ亘書「 分娩 分娩 分娩 妊娠 妊娩 守頚「ヲ蒜E 分娩
9 3 7 12 計 6 9 3 12 計

77竺当 1961 1962 1962 1962 1962 1910 62 1963 1963 1963 
I 12 2 5 9 7 3 7 12 

E主量 肉肉肉
9 19 6 7 15 56 11 8 13 10 6 48 

り 7 2 9 4 2 6 
1 1 l 1 2 

J、 ム 1 3 3 I 8 1 2 4 
ソ ーセージ 1 1 8 4 3 2 4 21 

即襲席 ハ Y パーク 1 
1 l 2 1 2 2 7 

い 肉なな 缶ご
2 1 l 4 

4 4 
さ ぎ 2 3 5 

啄す
L/ ，、. 1 1 。

ず め 1 

第7表魚類の使用回数分布

Table 7. The frequency :distribu.t.ion_ of fish used during 3 days in eac;h survey period 

w- 栃 木 長 野

調 主主 期 2 3 4 5 l 2 3 

ヲ誌4冨
5 

妊娠文は分娩後の月数〈月〉 妊娠7 妊9娠 分娩 分娩 分娩 妊娠 挺娠9 ヲ薄f 分娩
3 7 12 計 6 3 7 12 言十

孟孟ぷ竺Z 1963 1961 1962 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1963 
12 2 5 9 2 7 10 3 7 12 

。 。。。。 1 l 。。。。 l 1 

1"';""2 2 2 4 2 l 11 6 3 ".5 3 3 20 

3 -ザ 4 3 4 4 I 4 7 21 9 8 2 6 2 27 

5 - 6 6 2 4 6 3 21 l 5 5 4 " 2 )7 

7以上 7 8'1 .6 1 4 5 百 2 2 4 3 6 口|
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第8表使用された魚及び魚製品の種類と回数
Table 8. The -kinds of fish 'and fish-products'used and frequency of their app曲 rancein dietary record. !、?

E
Z昏
・
勤
労
酒
M

同
門
司
知
期
類

3
l
h開
鴻
接
噂
π
U
3
割
前
回
開
待
遇

3
法
線
玲
除
菌
謹
刷
附

栃

t 種 鮮 魚 塩 干 物 線 製 日ロロ 缶 詰 佃 煮

種綴調酬~111213H51 計 種類調査判 1121+151計 種類 調 査 引*1+1計 種類 調査期11121+151計 種類調査刊1=131+I，j

むまさささ んぐ めつろぱま

3 8 11 

塩たたたさ ばさ 干ば

8 8魚ソ{セージ 61 3 6111 71' 33 

いマあささわんグはじロLま水味味煮付付。， 缶缶缶

2 11 4 21 9 

小わちさま女かんりぐ子ろめまさ佃んき9'， 煮e 9 

1 1 
241 1 8 271-7 67 2 2 411 "、ム 1 11 2 11 1 11 3 6 l 1 
31 3 5 31 5 19 

らら粕漬こち
11'2 3 2 

8 さつま竹ぽま揚 2 2 61 10 1 l l l 2 4 
3 11 2 16 1 5l 焼方、 輪こ 3 1 21 6 7 8 i 1 

】 l l 4 21 4 21: 8 2 2 4 4 

あ けけおじι 
2 2 4 

塩9。 いまざわすけけまし

81 2 11 2 13 半 片 l Iマグロフレー1" 2 1 3 す切でるめ e 
l 

jか っ 1 2 i 1 
いさかけ水大貝り煮和煮。，

2 2 りいか s 3 3 

iほい わっ
3 3 4 2 6 1 1 んぷ 3 11 1 3 8 

3 3 
干8 さほんっ 31 7 10 赤あさ 9 。 l l 

さ 3 3 3 3 l l 

iかた白 い
1 l 2 

煮丸ほ出干ほ子い在わ干干しし

31 1 11- 5 貝柱 ， l l 
6 3 9 31 3 16 22 

iふわかさ魚なぎど

1 1 21 2 31 7 
1 2 3 151 3 31 21 
111 2 4 ゴロ 4 4 8 

ひめます 1 2 
3 か“つお節ろら 11 2 3 

そ ロ 1 3 3 

あなざ ま ずゆこ
1 l塩 か l 

、.、る、台、 6 6 
lすめ 11 1 2 

た l 
1 桜干ね りえあろ「

1 i 
!し、 治、 111 41'4 

』O4 びみ 412 3 9 

lかあし さじ みきり
3 2 2 

1 1 2 
1 

iま 1 
み 】

種類数 131 9 9110 12111 91 5 ヲ 41 3 31 2 5 31 3 61 5 2 21 2 51 1 3 

頻 度 46117 3414 4134 1.75 39129 3~26 251 14911 - 121 9 8113 181， 60 41 4 14110 31 35 41 5 71 1 61 23 
J、.

木 (TochigiP四fecture)

l
l
H
O明

1
l



第9表使用された魚及び魚製品の種類と回数
Tabl_e -9.' Tlie kinds ，df fish and fish~_pr.oducts used and frequeJ1.cy of th_eir app曲目ncein dietary r'田 ord.

国
一
骨
務
昨
漁
場
事
祉
問
団
司
首
湘

世
両
立
相

野 (NaganoPrefecture) 

|鮮 魚 塩 干 物 練製品 缶 詰 イ田 煮

種類調査期1112131<151計 種類調査期~f.R計 種類調査期111~A<_1_~1 計 種類 踏期1112131+1計 種類調査判 '12131<151計
、p

さん主 1116 61 5 61 34 塩ざけ 2 3魚ソーセージ 31 1 I1 7 5 17 さんま缶 I1 2 31 3 21 II まぐろ佃煮 1 1 

ま ぐ ろ 41 1 2 7 撮ます 2 2 さつま揚 I1 2 3 6 さ f;: • I1 2 41 7 61 20 かつお 8 1 1 

さ ぼ 1111 12 塩さば 5 5 かま fi'こ I1I 3 さ ft ， I1 2 21 2 7 小女子 e II1 2 21 3 18 

あ じ I1I 1 3 撮さ女んま l 1 ち 〈 わ 417 71 7 181 43 あ じ q l lはぜ e 1 l 

ほっけ 11 1 3小子 111 2 13 半 片 21 2 1 5 いわし a言 11 1 2 あみ' 51 2 7 

いわし 11 1 2 干にしん l 2 なると 1 iまぐろフレーク， 2 2 貝 " 1 

さ ft l白子干 21 11 1 5 貝 q l l 2 あさり， l 

t: し、 2 3 丸干いわし 21 41 3 11' 10 u、 色、 q 1 1切いか， 21 3 51 4 14 

とび魚 2 2 干だら 51 21 4 11 えび 9 1 1 

た ら 6 8 塩いか l 1 まぐろみそ

き す 2 l 3 するめ 2 l 3 でんぷ

主 す 1 51 3 9いかくんせい 1 

JJI 魚 11 2 3 干 え び 2 21 11 1 6 

鍵 2 う 1 1 

bま や 1みりん干 2 2 4 

，1.- じみ 11 1 2 

昔、 き 1 

貝 柱 1 

あさ り l 1 

し、 11'、 11 7 11112 51 36 

え tび 2 2 

種類数 7114 91 611 619 71 4 5 21 3 51 5 5 41 5 31 6 3 41 4 21 41 4 

頻 度 8140 35126 271 136 2011711 ql .9 51 68 71.9 13118 281 75 518 9115 91 46 15111 41'01 71 47 

長
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明
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けでも調査の度に10種前後が数えられ、各調査期におけ

る延使用回数は栃木で17~46回、 3 日間に平均 2 回程度、

長野では 7~40回で、 2 日聞に l 回強使用されている。

鮮魚に次いで塩乾物が多く、煉製品、缶詰、佃煮の順

序になっている。一方長野では鮮魚に次いで、塩干物、

煉製品が略々岡程度に用いられ、缶詰、イ田設も比較的よ

く使われている。

動物性食品から供給された栄幾量及びその摂取震に対

する比率、また所要量に対する比率が第10表である。

7乳、卵、獣鳥魚貝肉類から供給された蛋白質量は、栃

木26~40g、長野24~33g で総平均は栃木33g、長野28g

となって栃木が1..い。

次にこれが、全摂取蛋白質量に対する比率は両者とも

略々同程度で、平均38.4%を示しているが所要量に対す

る比率をみれば、栃木34.5%、長野30.1%と当然である

が栃木が商くなっている。

普通動物性蛋白質は蛋白質所要量の%以上を確保する

ことが望ましいとされているが、栃木では5回自の調査

即ち分娩後 l年の時を除く 4回全部が、長野では 2回、

3回目の調査即ち妊娠後半と分娩後 3か月の時だけが大

体33%以上となり、その他の時は必要f置をみたし得なか

った。

また熱量では 200~300Calがとれ、総摂取量の1O~13

%を占め、 ピタミ '/Aは栃木では総摂取f置の 15~50J百

第10表動物性食品から供給された栄養誌と金摂取量及び所要盆に対する比率

Table 10. The amount of nutrients supplied from animal foods and theil: rations to total intake 

and recommended al10wance 

山民主 栃 木 長 野

調 査 期 1 2 3 4 5 l 2 3 4 5 

妊分娩娠後月月 令数
妊娠

|竺1962 
ヲ認3否 分娩 分娩 平均 妊娠 右w'分娩 雰頚「同夜「 平均7 7 9 3 7 12 

調 査 年 月 言li:l
1962 1962 1962 1963 1963 1963 

2 5 9 2 7 10 3 7 12 

熱 量 (cal) 23 3Qe 274' 28 218 26~1 25~ 294 27 260 

蛋白質 (g) 30.9 39.5 32.0 30.4 26.1 32.911 23.8 31.2 32.5 28.0 
栄

カノレ、ンウム (mg) 193 296 2∞ 21711 2槌 198 203 
事量

281 115 227 

摂
鉄 (mg) 3.2 4.9 4.8 3.9 3.7 4.111 2.3 4.0 5.2 

取
iEBAc a 1 (IU〉

318 459 432 355 471 40711 408 368 330 351 

盈 ピタミ)~， (mg) 0.22 0.36 0.28 0.18 0.33 0.27 0.22 0.21 0.27 0.20 0.18 0.221 ; 

(mg) 0.32 0.43 0.44 0.31 0.32 0.36 0.42 0.62 0.62 0.27 0.29 0.44 

(mg) 2 2 4 3 5 3.7 l l 2 1 l 1.4 

摂取全量

熱 泣 10.9 13.8 13.3 10.5 8.8 11. 2 13.6 13.7 1 10.6 10.5 9.1 11. 5 

蛋由貿 1 39.1 44，7 38.7 36.3 33.0 .38.4 38.8 43.0 38.2 39.7 32.2 38.4 

カノレ、ンウム 38.8 39.9 45.9 41.2 25.1 38.2 43. i 40.6 1 35.9 34.7 24.7 35.8 

鉄 23.7 33.4 29.4 26.1 23.0 27.1 19.2 28.2 27.2 24.6 18.7 23.6 

対す比率る 山 γ{~
14.1 20.4 26.0 48.5 19.4 25.8 31.9 41.3 31.2 45.7 23.1 34:8 

20.1 30.2 26.6 ♀0.2 26.3 24.7 24.8 22.2 25.6 20.5 18.2 22.3 

36.2 40.2 43.5 37.2 31.6 37.7 41.5 43.6 4，1.1 34.6 28.6 37.9 

2.3 4.2 2.6 1 1. 7 1.9 1.8 2'.5 2.1 1.9 2.0 1.4 0.7 

熱 量 9.1 9.6 7.3 9.6 10.9 9.1 7.9 7.9 9.11: 

所要量
蛋由貿 34.41 44.0 33.7 32.0 27.5 34. 26.4 34.7 34.2 28.8 26..6 30.1 

カノレシウム 13.81 21.2 16.5 11.8 6.8 14. 19.2 16，2 11.6 11-.6 7.5 13.2 

対す比率る

鉄 21.4 32.6 32.0 26.0 24.7 27.3 15.3 26.8 34.6 20.6 16.7 22.81 ' 

ピタミソ~
12.7 18.3 12.3 10.2 13.5 13.4 16.3 14.7 9.4 9.0 9;6 1l.81， 

12.2 20.0 14.0 9.0 16. 12.2 11. 7 13.5 10.0 9.<1 11. 3 

17.8 23.8 22.0 15.5 16. 19.0 23.3 34.4 31.0 13.5 14.-5 23.31 : 

0.7 2.0 2.0 2.6 2.0 3.3 2.4 1.0: 1.0 1.3 0.7 0.91: 
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を、長野では20-45%をしめているが、所要誌に対する

比率をみれば15%前後にすぎない。

ピタミ γB，では摂取量に対する比率は両者とも大体30

-40%であるが、所要量との割合をみれば、 20%前後と

なり、大体%が動物性蛋白質から供給されている。長野

では特に2回、 3回目の調査期の比率が34、31%と大き

いのはこの時期にB，含有盆の高いさなぎ、いなごを摂取

したからであろう。

(4) 穀類・苧類

穀類と芋類は波粉を主成分とし、同時に比較的ピタミ

ンB，及び13，に霞む点で類似している。

殺類の中で米飯はわが国では特別の地位を占める。 3

日間に 9聞の食事記録期間中、米飯が用いられる回数は

第11表主食の種類と回数

第11表のようになっている。 ~pち栃木は長野にくらべて

米飯を用いる回数が多く、 3日聞の食事の主食が全部米

でまかなわれたという例数は全期聞を通じて栃木39例

(56%λ 長野16側 α33のであった。

また同じ表に見られるように金調査期を過し主食に米

飯だけを用いた延食事問数の比率は栃木92%、長野83%

を占めている。めん類の使用は長野に多く、パン食はい

ずれも極めて少ない。

栃木に比較して長野に米飯の使用回数が比較的少ない

のは、対象地区が殆んど畑作地帯で水回の少ないことが

原因の一つであろう。

米飯の 1食盈は第12衰の通りで両地区とも200-500g

の聞に大部分が分布しているが、栃木には 500g以上摂

Table 11. The kind of s旬plefood and the number of times of their app聞 rance.

県 栃 木
11 

長 野

調 査 期 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

妊娠文は分娩後の月数〈月〉 妊娠 妊娠 分娩 分娩 岡斎 妊娠 妊娠 分娩 分娩|ヲ夜
7 9 3 ? 12 言十 6 9 3 7 12 計

与瓦竺空j1961 1862 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1963 1963 
12 2 5 9 2 7 10 3 7 12 

御飯のみ 148 132 147 153 140 720 133 135 119 118 102 60ク

御飯と併用 7 5 6 。 2 20 10 10 12 9 9 50 

パ y のみ l 。 2 。 4 1 1 。 4 

うどんのみ 5 2 9 5 6 27 13 11 8 12 9 53 

そ の 他 l 4 。 2 5 12 5 5 4 2 2 18 

官十 162 144 162 162 153 783 162 162 *144 串 141 123 732 

*調査日数が 2日間のものがいた

第12表 1回の米飯摂取盈
Table 12目 Distributionof aveiage quantity of boiled rice taken at one meal 

県 栃 木
11 

長 野

胃亀 査 期 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

娃娠文は分娩後の回数〈月〉 妊娠 妊娠 分娩 分娩 雰頚「 主窃E経線 分娩 ヲ"if""分娩
7 9 3 7 12 ot 7 9 3 7 12 計

U71竺1961
1962 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1963 1963 

12 2 5 9 2 7 10 3 7 12 

2∞以下 。 。 3 5 7 2 。 。 。 9 

201 ......， 3∞ 4 5 7 4 23 7 10 4 3 2 26 

'30f ......， 400 5 2 4 4 25 2 2 5 8 7 2.4 

401 --5∞ 4 3 7 1 5 20 2 4 6 5 5 22 

501 ......， 6∞ 。 。 2 2 3 7 。 。 。 。 。
。。

6∞以上 。 2 。 。 2 。、 。 。 。 。

平均摂取量 345' 435 401 398 386 253 295 382 ，-， 386 385 340 
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取しているものが数例あり、殊に分娩後3か月時には1

四の食事に600g以上を摂取しているものが2例あった。

両地区とも妊娠中にくらべて分娩後の摂取が泊加してい

る。

1回の平均米飯摂取設は栃木386g，長野340gになっ

ており、米 1日分に換算すると503耳、 443gとなり昭和

38年度の国民栄養調査成績の米摂取量 350.nをはるか

に上廻る。

原穀類としての摂取震は第13表のようで栃木では妊娠

後半460g、授乳期 560g前後、長野では妊娠後半330-

400g、授乳期は 400-480gとなっている。武藤の娃娠

授乳期における食品構成試案では妊娠後半450g、授乳

期 480gでこれと比較すれば、栃木は妊娠後半は略々等

しし授乳期は大分上廻っているのに対し、長野はやや

下廻っている。

我国では米を含めて穀類が栄養上呆たす役割は大き

い。第14表は穀類から供給された栄養畳とそれが全摂取

量及び所要量に対する比率を示す。

穀類口由来する熱震は栃木では妊娠中1.500C.lから授

乳期の1.800C.l前後に、長野では1.100C.l前後から1.700

，C.l前後に増加し、 これは総摂取量の約60-70%、所要

盆の40-60%に相当し、比率においても分娩後は妊娠期

よりも上昇している。

蛋白質は栃木24-30g、長野20-30gを供給し、総摂

取量の30-40%、所要量の30%前後にあたる。また鉄、

iピタミ './B1源としても重要な位置を占める。

苧類の使用は極めて少ない。

帥油脂類の使用量と回数

わが国の農村では一般に油脂類の使用は少ないといわ

第13表穀類の摂取量(1日〉

れており、本調査もその例外ではない。第15表の通り 1

日平均使用量は 7g前後となっている。

油脂類を全く用いていないものは全調査を通して栃木

9例、長野16例もみられ、 1日の使用量が10gに速して

いないものが約%を占めている。これは油脂類の平均使

用量からみて当然のことといえよう。

前出の武藤試案の食糧構成によれば妊娠後半期には油

脂25耳、授乳期には30gとしているが、これをみたす者

は纏めて少ない。

また昭和初年度の国民栄養調査では油脂類の使用が日

本人総平均で8.1g、農村では6.6gとなっており、対象

婦人の平均盈は農村と略々同値である。

用いられた油脂類の種類は植物油が大部分で他にマー

ガり γ、バター、マヨネーズ、ゴマが僅かに用いられて

いる。

(6) 野菜、果実の摂取状況

5回の調査いずれも野菜類はよく用いられていたが、

l目200g以上摂取しているものが栃木85%に対し、長

野74%を占め、その総平均は栃木280耳、長野350gとな

っている。

前出の国民栄養調査によれば、全国平均 165.9g、生

産者世帯では 184.6gと報告されているので、 これと比

較すれば担当上廻っている。

しかし武藤試案では野菜の使用目標を妊娠後半が 400

g、授乳期5∞Zとしている。野菜400g以上摂取してい

るものは栃木12%、長野37%となって長野では大部分の

ものが、栃木では約%が武藤試案を下廻っている。

次に果物の使用量についても同表に出ているが、調査

の時期による変動や個人差が大きい。前群とも全く用い

Table 13. The distribution of ave四gequantity of cereals taken in a day. 

j早 栃 木 長 野

! 調 査 期 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

i 挺娠文は分娩後の回数(月〉 挺娠 百哀ーヲ斎同AAi雰忍「 玉頭言主窃Zτ嘉重fヲ頭「防AAi
7 9 3 7 12 計 9 3 7 12 計

使〕72±Z1961 1962 1962 1962 1963 lヲ62 1962 1963 1963 1963 
12 2 5 9 2 7 10 3 7 12 

2∞以下 1 。。。。 l l 1 。。。 2 

201 ，.._， 300 。 2 l 。 1 4 7 4 l 3 。 15 

301 ....... 4uO 4 6 2 2 4各 18 6 7 4 7 3 27 

401 ".._， 500 7 4 3 5 20 2 3 3 3 5 16 

50l ，.._， 6∞ 4 4 5 5 3 21 i l 3 1 4 10 

6∞以上 2 2 7 5 5 21 l 2 4 2 2 II 

平均摂取量 460 461 558 564 543 517 329 395 480 396 483 416 
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第14表穀類から供給された栄養置と金摂取栄養盈及び所要置に対する比率

Table 14， The amount of nutrients supplied from cereals and their rations to total intake and 
r配 om叩 endedallowance. 

県 栃 木 長 野

調 査 期

妊分娩娠後月月 令数 妊娠 研平均 五震研爾亨平均 lt h|毒会剤剥元百十 ~~lmJ件言7 1 9 1 3 1 7 1 12 1 ":-11 6 1 9 1 3 1 7 1 12 1 '''-1; 19~1 119~2119~2119~2 ~ 司19263I962196319631963 
調 査 年 月

12 1 2 1 5 1 9 1 2 1 11 7 1 10 1 3 1 7 1 12 

熱 E 必L (cal) 1，442 1，550 1，815 1，752 1，786 1，669 1，087 1，28 1，・3悠L 1，559 1，703' 1，478 
栄 蛋由貿 (g) 24.4 25.0: 30.2 31. 4 30.8 28.3 19.2 22.7 30.3 28.-0 29.1 25.91: 
重量 カJレ、ンウム (mg) 1 31 33 46 44 46 40.0 30 41 39 40 38 37.61' 
t畏
取

鉄 (mg) 1.9 2.0 2.9 4.6 4.5 3.2 3.7 2.3 4.1 2.9 2.6 3.1 

盈 ピタ εγjlEBha 〈mg〉 0.34 0.35 0.43 0.35 0.43 0.38 0.28 0.33 0.43 0.40 0.40: 0.23J' 

(mg) 0.14 0.13 0.17 0.14 0.19 0.15 0.09 0.11 0.15 0.16 0.17 0.14 

熱 盆 63.5 64.7 71.7 68.9 68.9 57.2 59.5 68.5 70.4 68.5 64.8、

全対 蛋白質 33.8 31. 1 37.6 41.0 39.2 36 34.2 33.6 38.2 38.4 41.1 37.1 
摂す カノレシウム 6.5 6.2 6.9 8.9 10.6 7.8 6.8 8.6 9.6 9.9 8，3 8.61: 
取る
盆比 鉄 14.-7 13.8 19.7 30.2 24.6 20.1 27.8 17.0: 25.3 19.8 18.1 21.61; 

に率
ピタミ位

31.4 29.4 41.3 41.( 39.0 36.4 31.C 33.5 42.S 43.6 42. 38.6 

14.7 13.7 18.2 21.0 20.0 17.5: 11.6 13.9 18.6 19.6 19.1 16.61~ 

事量婚す量 熱 量

53.5 57.5 60.5 58.5 59.5 57.9 !I 40.3 47.5 58.7 52.0 56.8 51. tll 
蛋 白'質 1 27.1 27.8 31.8 33.0 32.4 32.4 21.4 25.2 31.9 29.5 30.6 27.7Jj 
カルシウム 2.1 2.3 2.6 2.5 0.3 0.3 2.1 2.9 2.3 2.4 2.2 2 .. 41' 

l鉄mY12 
12.7 13.2 19.3 30.6 30.0 21.2 24.6 15.3 27.3 19.3 17.3 20.8、

18.9 19.4 21.5 17.5 21. 5 19.8 15.5 18.3 I 2~.: 20.0 20.0 19.11: 

7.8 7.2 8.5 7.0 9.5 8.0 5.0 6.1 7.5 8.0 8.5 7.01' 

第15表油脂類の使用量と回数
Table 15. Distribution of the quantity of oils and fats used 

県 栃 木 長 野

調 査 期 2 3 4 5 1 2 3 4 5 
a 

娃娠又は分娩後の月数(月〉 妊娠 妊娠9 分娩3 同Iffiτ藷百 安藤f岡原 分娩3 分娩 τ薄f
7 7 12 言十 6 9 7 12 計 F

よな竺竺f1961 1962 1962 1962 1963 1962 1962 1963 1963 1963 
ム4

12 2 5 9 2 7 10 3 7 12 1 

。 3 4 。。 2 9 5 l 3 2 16 11 

10以下 6 12 15 12 12 57 10 8 14 11 9 52 

11 '" 20 3 2 2 5 2 14 3 5 2 2 13 !: 

21以上 。。 1 。 1 2 。。 2 l 。 3 f: 

平均摂取量 ι9 6.7 6.3 7.3 6.8 6.7 5 7 7 6 7 6.4 
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第16表使用した油脂類の種類と回数
Table 16. The kind of oils and fats tised atid the number of tim田 oftheir app回日目nce

in dietary record. 

県 栃 木 長

調 査 期 1 2 3 4 5 

妊娠文は分娩後の月数〈月〉 妊娠 妊娠 分娩 分娩 分娩
7 9 3 7 12 計

~油~脂-----------調査~年ー月ー一完1961 1962 1962 
12 2 5 

植 物 油 31 23 46 48 55 203 25 40 39 18 

，、. タ 1 。 2 。 2 5 2 1 。。
マーガり γ 。 3 。 2 6 2 。。
マヨネーズ 4 。 1 5 2 12 4 1 3 5 

野

42 

。
3 

1 

、、、- ま 。 2 l 7 2 12 。。。 2 I 5 

ラ 、F 。。。 2 。 2 。。。 2 。

第17表野菜及び果物の使用量(1日〉
Table 17. Distribution of the quantity of vegetables and fruits used. (Taken in a day) 

県 栃 木 長 野

調 査 期 2 3 4 5 2 3 

1五五妊娠又は分娩後の月数〈月〉 妊娠 妊娠 分娩3 分娩 妊娠 妊娠 分娩
7 9 ? 12 計 6 9 3 

よな竺竺j1961 1962 1962- 1962 1963 1962 1962 1963 
12 2 5 9 2 7 10 3 

3 2 3 3 2 13 。 8 6 2 2 

201........4∞ 14 10 15 12 13 62 8 3 3 6 6 
野 莱

401以上 l 4 。 3 2 10 6 3 5 6 6 

平均量 203 321 285 293 :287 278 402 288 313 372 363 

2 3 9 6 l 21 2 。 4 9 3 

果
2∞ 以下 10 11 10 9 7 47 11 5 5 5 4 

物 201以上 6 4 。 2 5 17 l 9 、 5 。 7 

平均量 203 142 50 78 175 130 78 328 141 25 235 

3 。11 7 2 23 3 6 4 3 3 

野菜+果物 301.......500 
7 11 8 7 6 39 5 2 5 8 

日 1以上 8 7 。 3 5 23 6 6 5 3 10 

平均量 406 463 335 371 462 407 480 616 454 397 598 
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第 18表使用された野菜類の種類と回数(総延食事回数 162回〉
Table 18. The kind and total frequency of vegetable. us吋.

調 査 期 l 2 

妊分 娩娠後月月 護∞ 妊娠 妊娠
7 9 

調査年月 年
月

1961 1962 

野菜の種類 12 2 

1 白 莱 123回 76回

2 大 根 44 13 

3 iIl( 68 43 

4 宝 葱 8 3 

5 午 事 14 7 

6 蓮 根 2 1 
淡 7 干ぴょ う 10 l 

もfJ'、 ぷ 5 

9 キャベア 4 

色 10 な す

11 き う り

12 さやえんどう

野
13 さやいんげん

14 も や し

15 竹 の 子

16 ふ き
菜 17 わ ら ぴ

18 み • うが

19 生 萎

20 う ど

品 目 数 9種 7 

使用額度 278回 144 

1 人 参 32 25 

2 ほうれん 草 23 15 

3 'J、 松 菜 3 6 

4 京 業 1 
有 5 から し莱 1 

6 ト マ ト

色
7 ユ ラ

8 大 根 業

9 ふだん草

野 10 山 東 業

11 つまみ菜

12 南 瓜
菜 13 ピーマ γ

14 春 菊

品 自 数 5種 3 

使用頻度 60回 46 
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7 12 計

1962 1963 
9 2 

3回 301回
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山内他:栃木県及び長野県のー農業地帯における妊産乳婦の栄養食生活調査

第19表使用された野菜類の種類と使用回数

Table 19. The kind and total frequency of vegetable uesd 

長野 NaganoPrefecture 

調 査 期 1 2 3 4 5 

妊娠文は分娩後の月数 〈月〉 妊娠 妊娠 分娩 分娩 分娩
7 9 3 7 12 音|

調査年月 年月一一 1961 1962 1962 1962 1963 

野菜の種類
-ー、ー『 12 2 5 9 2 

l 白 菜 l 11 34 12 59 

2 大 根 38 28 33 30 57 186 

3 葱 13 21 42 10 86 

4 玉 葱 59 31 4 46 14 154 

5 午 努 2 6 8 16 

淡 6 蓮 根 l 2 3 

守色、 ぶ 2 2 

8 キ ャベツ 51 13 5 49 5 123 

9 茄 子 18 76 31 125 

色 10 き う り 49 9 61 1 120 

11 さ さ け" 22 6 17 45 

12 枝 豆 4 4 

野
13 も や し 3 3 

14 竹 の 子 l l 

15 支 那 竹 l 3 3 7 

16 ふ き 2 5 7 

莱 17 レ タ ス 1 

18 う り 4 l 5 

19 う ど 1 1 

品 目 数 10 11 7 13 11 19 

使用頻度 254 202 127 259 106 948 

1 人 参 34 11 28 12 32 117 

2 ほうれん草 l 5 8 14 

有
3 腎 菜 6 3 6 l 16 

4 つ け 莱 4 2 6 

5 ニ ラ 4 5 

色
6 ト マ ト 。
7 葉とうがらし 1 1 

野 8 南 瓜 2 17 2 4 25 

9 ピーマ γ 9 12 5 26 

10 大 根 築 4 l l 6 

菜

品 目 数 5 7 3 6 6 9 

使用頻 度 52 49 39 28 48 216 
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第20衰使用した果物の種類と回数

Table 20. The kind of fruits and vegetables used， and the number of times of their apperance 

in dietary record 

9f- 栃

調 査期 1 2 3 4 

妊分娠娩月後令月文数は (月〉 妊娠 右 E9F 分娩 分娩
? 3 7 

ネ瓦竺竺11961 1962 1962 1962 
12 2 5 9 

l り ん 、討ー 34 19 5 9 

2 み か ん 27 13 

3 ゆ ず 6 l 

4 柿 2 

5 梨 】 42 

6 皮みかん 5 8 

7 "、 ち 、、，ーe 4 

8 ぷ ど う 7 

9 まくわうり 1 

10 も も

11 も も 缶 1 

12 ....{ ラー ナ

日 干 柿

14 あ ん ず

15 みかん缶

16 び わ

口 洋 梨

品 目 数 5 4 3 5 

使用回数 70 38 17 60 

ていないものが%程度あり、摂取量200g以下のものが

路程度で最も多くなっている。 1田町平均摂取量は栃木

130g、長野160gでやや長野が多いが、前出の調査成級

生産者世帯摂取量:80.8gを両群とも大分上廻り、武藤試

案妊娠、授乳期とも 100gをも超えている。

使用した野菜及び果物の種類と使用回数については第

20表のようである。その摂取平均量は45年度目標450g

に対L長野は大体同値を示し、栃木はやや下廻ってい

る。摂取した野菜の種類は第18、19表のようで、 3日聞

に7-15種類の淡色野菜と 3-7種類の有色野菜が使わ

れ、使用頻度の高い野菜は栃木は白菜、大根、ねぎ、玉

葱、茄子、きうり、ごぼう、人参、ほうれん草で、長野

では以上のほか民キャベーッ、ささげ、南瓜」ピーマνが

木 長 野

ヲ5EE 

2 3 4 5 

官w-古車F分娩 分娩 ヲ夜更「
12 日十 7 9 3 7 12 言十

1963 1962 1962 1963 1963 1963 
2 ? 10 3 7 12 

18 85 15 78 33 5 44 175 

12 52 12 12 

7 

2 7 8 15 

43 7 7 

7 20 

4 

7 1 4 5 

1 

9 3 12 

1 

1 2 2 

1 l 3 2 5 

9 6 1.5 

4 l 5 

1 

l 1 

5 12 6 5 4 3 4 12 

39 224 39 9ワ 49 10 60 255 

よく用ドられていた。

果物については〈第29表〉栃木ではりんご、みかん、

梨が多〈用いられ、変みかん等も比較的よく用いられて

いたが、長野ではりんごが圧倒的に多く、柿、あんず、

みかん、まくわうりが比般的よく用いられていた。

野菜、果物から供給された栄養盈とそれが全摂取栄養

盈及び所要量に対する比率は第21表のよラである。

野菜、果物類は一般にピタミ山無機質源として重要

な位置を占めている。ピタミ:/A (カロチγ換算〉につ

いてみれば、栃木では第4問調査37年 9月に例外的に低

い他は大体1.090-1， 870 I.U.と摂取し、長野では第1固

と第5固く7月と12月〉に 1，000I.U を越える他は少な

v_~o_ 全摂取量に対する比率は50-，-80%、所英:lìI:J':再1しれて
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第21表野菜、果実から供給された栄養震と企摂取及び所要量に対する比率
Table 21， The amount of nutrients supplied from vegetables and fruits and their ratios to to同l

intake and recommended allowance 

県 栃 木 長 野

E司 査 期 1 2 3 4 5 

制今
4 5 

妊分娩娠鐙月月 令数
妊娠 挺娠 分娩 分娩 岡斎

平均 分娩 分娩
平均7 9 3 7 12 7 12 

調 査 年 月
1961 1962 1962 1962 1963 1963 1963 
12 2 5 9 2 7 12 

熱 盆 (cal) 125 98 25 161 109 104 109 238 145 90 194 155 

栄
蛋白質 (g) 6.2 4.1 0.2 4.8 3.3 3.7 4.8 5.4 6.0 4.8 6.9 5.6 

議
カノレシウム (mg) ll7 128 101 74 97 103 86 108 89 95 163 108 

摂
鉄 (mg) 2.6 2.7 2.0 1.9 2.8 2.4 1.7 2"，7 1.4 2.6 3.8 2.4 

取
(BBAc 2 l 〈IU〉

1，821 1，391 1，090 373 1，866 1，308 1，053 693 787 460 1，426 884 

盆 ピタミ、ン 〈〈〈mm時gg〉〉〉
0.26 0.30 0.20 0.20 0.23 0.24 0.29 0.27 0.25 0.27 0.29 0.25 

0.32 0.35 0.26 0.14 0.29 0.27 0.35 0.33 0.23 0.2口7 0.33 0.30 

109 130: 68 53 86 89 86 99 68 77 127 91 

! 議室
熱 盈 6.5 4.1 0.1 6.3 4.2 4.2 5.6 11. 1 6.7 3.8 7.7 7.0 

蛋由貿 8.5 5.1 0.2 4.8 6.7 5.1 8.2 7.9 6.9 6.7 10.8 8.1 

カノレシウム 24.2 23，9 15.1 14.8 22.1 20.0 18.1 22.4 18.4 21. 8 31.6 22.5 

鉄 19.8 18.8 14.。12.3 15.5 16.1 14，5 18.8 8.9 13.4 24.1 15.9 

対す比率る
ピタミソほfLA C 

82410 4 
61. 7 67.8 51.0 76.6 69.1 65.1 55.9 64.5 47.6 73.4 61.3 

27.6 19.6 21. 5 20.8 22.8 32.5 26.3 23.8 28.8 29.4 28.2 

31.7 31.6 27.3 20.2 29.8 28.1 34.7 34.2 26.3 31. 8 45.1 34.4 

81. 5 89.3 80.6 74.7 87.1 82.6 83.6 70.-2 87.5 90.2 94.5 85.2 

熱 盈 4.6 3.6 0.8 5.4 3.6 3.6 4.0 8.8 4.8 3.0 6.5 5.4 

要所量
蛋白質 6.9 4.6 0.2 5.1 3.5 4.1 5.3 6.0 6.3 5.1 7.3 6.0 

カノレシウム 8.4 9.2 6.0 4.4 5.7 6.7 6.1 7.7 5.2 5.6 9.6 6.8 

鉄 17.4 18.0 13.3 12.7 18.7 16.0 ll.3 18.0 9.3 17.3 25.4 16.3 

対率す比る

73.0 55.6 31.1 10.7 53.3 42.0 42.1 27.7 22.5 13.1 40.7 29.2 

14.4 16.7 10.0 10.0 11.5 12.5 16.1 15.0 12.5 13.5 14.5 14.3 

17.8 19.~ 13.0 7.( 14.5 14目 4 19.4 18.3 11，5 13 16.5 15.8 

109.0 130.0 45.4 35.4 57.4 75.4 86.0 99.0 45.4 51. 4 84.5 73.2 

はずっと低く 10-70%程度である。 妊産乳婦18名についての栄養摂取状態及び臨床診断の結

ピタミ :/Cは50-130mgの聞で摂取しており、阜、 果について報告したが、今回はこれを主なる食品の面か

王l，f~0.3mg前後となっている。またこれが摂取量に対す ら、即ち(1)動物性蛋由鼠 (2)穀類、帥油脂類、 (4)野菜・

る比率は80~百前後、町、B，は20%前後となっている。 果実類についてその使用状況、用いた食品の種類、それ

更に所要量に対する比率をみれば、 Cは 75%前後、 らの食品から摂取できた栄畿盃について検討してみた。

B，、 B，は15%程度になっている。 (1) 動物性蛋由貿については、魚類が最もよく用いち

無機質については Ca100 mg前後を、鉄2mg前後を れており、 3日聞の調査期間に丙群とも 1例を除いて金

供給し、他に蛋由貿、熱量は所要最の 5%前後を供給し 部のものが多少とも摂取していた。次いで卵がよく用い

ている。 られており、 40%前後のものは3日間に3個以上を用い

結 論
ていた。

肉類は3日間の調査期のうち、 l回使用が最も多く使

前報において栃木県及び長野県のー農業地帯における 用量は少ない。牛乳は 1日1本以下のものが大部分で調
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査期毎に数例のものは全く用いていない。 所要量の70%前後を占める他は10-50%程度、 Cは妊娠

動物性蛋由貿は全摂取蛋由貿f置の略々%を占めてい 期90-130%、授乳期は35-85%となっている。

る。

(2) 穀類としては主に米が用いられ、殊に栃木では長

野に比し米飯の摂取回数及び1回の摂取量が告し 1回

に500g以上摂取するものが栃木に9側もみられた。

全摂取栄養盆のうち穀類から供給される栄義誌は熱量

では絡が、蛋白質では%程度が供給されている。

帥油脂類の使用は10gに逮しないものが大部分で、

平均使用量は7g程度であった。

(4) 野菜及び呆突類は季節によって使用量に大きな変

動があり、また個人差も大きい。

野菜の1日の使用量は栃木では200-400gが最も多く

73%を占め、長野では 200-400gのもの、 400g以上の

ものが同率で合わせて74%となっており、その総平均量

は昭和38年度国民栄養調査生産者世帯全国摂取平均盈を

相当上廻っている。

野菜及び来物の合計娯取量の平均値に栃木400g、長

野 500gでこれは昭和45年度目途〈厚生省〉に比し土50

の処に栃木と長野が位置している。

野菜、果物より供給されるピタミ γ Aは栃木で妊娠期
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山内他:栃木県及び長野県のー操業地帯における妊産乳婦の栄養食生活調査

Food Consumption of W omen through Pregnancy and Lactation in 

the Farming Ar田 ineach of Tochigi and Nagano Prefectures 

Ai Yamauchi， Yoko Shirai， Reiko Tsuda. and Shizuko Muto 

From 1961 to 1963， eighも，eenwomen in each farming area of Tochigi and Nagano prefectures 

目 spectivelyjoined in the nutritional sutvey through pregnancy and lactation which consisted of 

five periods of 3-day dietary records c1inical examination and body measurement in each period 

Mi1k consumption was extremely small in both districts， about half of the subjects taking no 

mi1k for 3.days surveyed and average mi1k intake being 85 ml and 117 ml in each area. Animal 

products including milk. eggs. and meat supp1ied 32.9 and 28.0 gms of protein which provided about 

38% of to旬1pro怯抽出takeand 34.5 and 30.1% of Recommeded Allownce in Japan. There were 

fabulous kinds of fresh fish and the fish-products u明 d，totaling fish 27 and fish-products 48 kinds 

in Tochigi and 21 and 40 kinds in Nagano， respectively. 

Rice was the principal staple food in both districts， in 92 and 83% of total meals boiled rice 

being田 lecereal used and， the amount taken being distributed mainly between 200 to 500 gms at a 

meal with exceptional nine ca時 sof more than 500 gms in Tochigi. One day cereal consumption in 

dry condition was 517 and 416 gms， providing 66.8 and 64.8% of total calorie intake in each area 

and showing the increa提出 consumption after delivery compared with that in preg抽出yalong 

with the increase in calorie intake. 

The fat and oil consumption was very low in bo世1areas with mostly below 10 gms a day. 

Vegetables and fruits were u目drelatively abundantly averaging 400 gms a day in both areas 

and制 pplyi昭 about70 and 60% of vitamin A and more than 80% of vitamin C in to回1in阻ke，

but as the to旬1intakes themselves were low compared with R.ωcommended Allowance， the四匝s

to Recommended Al10wance were only 40 and 30% in vitamin A "and were about 70% in 

vitamin C. 
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